
（別紙３）

～ 2025年　2月　28日

（対象者数） 29 （回答者数） 17

～ 2025年　2月　28日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

火の活動を通じて、火災を想定した避難訓練を行う。

2

ガレージでできる活動を増やしていく。(卓球台など)

3

写真やホワイトボード、PCなどを活用し、視覚的なコ

ミュニケーションツールを確立する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

荷物の落下に気を配る。

階段で走らないように声をかける。

手すりなどを使うように呼びかけ、安全に上り下りが

できるようにする。

2

窓にブラインドを設置し、扉をパーテーションから鍵付きの

ドアへ変更する。

3

○事業所名 放課後等デイサービス　トレトレサン

○保護者評価実施期間
2025年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

2025年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　7日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

階段があること。(活動場所が2階のため) 荷物が多い時や、ケガをした時に危険がある。

プライバシーが守られる部屋がないこと。 パニックや気持ちの整理をしたいときに、１人になることがで

きる部屋がない。

焚火台があり、火の活動ができること。 薪割りをしたり、マツボックリや木の枝を拾ってきたり

して、活動の幅を広げている。

マシュマロやさつま芋を焼いて、食育としても活用して

いる。

ガレージがあり、様々な活動に有効活用していること。 雨天時など、室内だけでなく、ガレージでも活動が可能

である。

子ども主体で、活動の企画運営を行っていること。 子どもたちが自発的に活動の提案ができるように、ま

た、子ども同士で活動についてコミュニケーションをと

ることができるように、写真やホワイトボードなど環境

の整備をしている。

事業所における自己評価総括表公表


